
エグゼクティブコース 全3回

会計検査院とは何か
～税金の使道をチェックする憲法機関～

10 16/ 木2025年第1回

田中 弥生
Tanaka Yayoi

前会計検査院長、
東京大学客員教授

担当講師

SNSとテレビ、協調への挑戦

第2回

伊佐治 健
Isaji Ken

日本テレビ報道局
解説委員長

担当講師

競争政策と企業、消費者

第3回

古谷 一之
Furuya Kazuyuki

前公正取引委員会
委員長

担当講師

※全1回の講座は除きます

※講師については、都合により交代する可能性がございます。ご了承ください。

全コース対象　一定の要件を満たした方には修了証を発行します

対面・オンライン併用無料開催丸の内講座開講20周年を記念して
本コースのみ

2025年度
（後期）

村尾 信尚 Murao Nobutaka
関西学院大学 教授

監修／モデレーター

法の支配から力の支配へ、自由貿易から保護貿易へ、世界が大きく変わ
るなか民主主義に対する信頼が揺らいでいます。
民主主義のもと、私たち市民は有権者として政治家を選び、納税者とし
て国家の運営を支え、消費者として快適で豊かな暮らしを築こうとしま
す。そして、このシステムを支えるため私たちの社会にはいくつかの組織
が存在します。
選挙において有権者が正しい判断を下せるよう、テレビ、新聞などの報
道機関がさまざまな情報を提供します。
また、私たちの税が適切に使われているか、会計検査院が国の財務を
チェックします。
さらに、消費者が商品やサービスを自由に選択できるよう、公正取引委員
会が市場を監視します。
今回の丸の内講座では、私たちの民主主義がどのように機能している
のか、改めて皆さんと共に考えたいと思います。

● 会場…対面（東京丸の内キャンパス）・
　　　 オンライン併用　
● 定員…対面50名/オンライン100名
前半は担当講師による講義、後半は講師と村尾によるクロストーク・質疑応答

有権者、納税者、
消費者としての市民

● 時間…18：30～20：30
● 受講料… 無料

12 18/ 木2025年 2 19/ 木2026年

1982年 4月 日本光学工業㈱（現 ㈱ニコン）入社
1986年12月 笹川平和財団研究員
2002年 1月 国際協力銀行プロジェクト
 開発部参事役
2003年10月 東京大学大学院工学系研究科 
 客員助教授
2006年 9月 独立行政法人大学評価･学位授与機構 
 助教授
2013年 4月 同 研究開発部教授
2019年 9月 会計検査院 検査官
2024年 1月 会計検査院 会計検査院長
2025年 3月 会計検査院 退官
2025年 4月 東京大学客員教授

略歴

『ドラッカー2020年の日本人への｢預言｣』集英社 2012年
『市民社会政策論』明石書店 2011年
『NPO新時代』明石書店 2008年
『NPOが自立する日』日本評論社 2006年
『NPOと社会をつなぐ』東京大学出版会 2005年
訳書P.F.ドラッカー著『非営利組織の自己評価手法』 1995年

著書

1989年 日本テレビ入社 報道局配属
 社会部 警視庁､司法記者クラブ
1993年 政治部 首相官邸､自民党､新進党､
 連立与党記者クラブ
2003年 政治部 首相官邸キャップ
2005年 国際部 ロンドン支局長
2010年 NEWS ZEROチーフプロデューサー
2014年 政治部長
2017年 総務局 総務部長
2019年 ㈱鹿児島讀賣テレビ 編成局長
2021年 日本テレビ報道局次長
2022年 報道局長
2025年 報道局解説委員長

略歴

NNNドキュメント「ザ・キングメーカー ～ 竹下支配の舞台裏」
「コイズミ・イズム ～ ニッポンは変わるか」
「敗北外交 ～ ある異端官僚の逆襲」

著書（ドキュメンタリー番組）

1978年 東京大学法学部卒 大蔵省入省
1998年 主計局主計官
1998年 大蔵大臣秘書官
2003年 主税局総務課長
2006年 財務省大臣官房審議官（主税局担当）
2009年 主税局長
2012年 国税庁長官
2013年 内閣官房副長官補
2020年 公正取引委員会委員長
2025年 同 定年退官

略歴



AI活用ワークショップ 
～生成AIを活用した業務効率化の
デザインと開発②～

11 6/ 木第3回

AI活用ワークショップ 
～生成AIを活用した業務効率化の
デザインと開発①～

10 30/ 木第2回

生成AI時代の人材の育成と活用
（講義およびディスカッション）10 23/ 木第1回

ナレッジコース特別講座

生成AIの登場により、もはやAIは社会基盤となったといっても過言ではありま
せん。しかし、その価値を十分に引き出すためには、AIを活用してビジネス課題
をどのように解決するか具体的な道筋を主体的に考えられる人材が必要で
す。そのような人材を育成し、組織化し、戦力にできる企業だけが、これからの
激動の社会で生き残れるでしょう。本講座では、生成AI時代の人材の育成と活
用の考え方および方法論をお伝えするだけでなく、生成AIによる業務効率化
を自ら行う体験をすることで、理論と実践を習得できます。
（注）第2回・第3回は、BYOD(Bring Your Own Device)で実際にノートPCを用いた開発体験もしていただ

きます。Pythonによる開発についてもご紹介するので、開発環境を入れられていればその場ですぐに体
験することもできます。

全3回

● 会　場…対面（東京丸の内キャンパス）・オンライン併用
● 定　員…対面30名/オンライン60名
● 時　間…18：00～20：00
● 受講料…個人申込 3,000円　法人申込（※）12,000円

巳波 弘佳
Miwa Hiroyoshi 

関西学院大学 副学長
情報化推進機構長
AI活用人材育成プログラム統括
工学部情報工学課程教授

担当講師

（※）法人申込について
法人としてお申込みをいただいた場合、最大4名まで受講登録が可能で
す。（ただし、1回あたりの参加者は2名まで。お申込みの際に参加者のお
名前をご入力いただく必要有）。例えば、1回目は経営層や人事部門の
方々、2回目以降は実務にも携わっている方々など、内容に応じて参加
者を変更することも可能です。より多くの方が知識・スキルを習得して共
有することができます。

1995年チェコ生まれ。高校時代にCulmonyを設立し、多様性を力に変える教
育・研修を展開。現在は東京大学大学院で異文化間能力の学習デザインを研
究しながら、学校向けに異文化交流・協働のプログラムを、企業向けにアンコン
シャスバイアス研修やD&I研修を提供している。AbemaTV『Abema Prime』
などメディア出演も多数。
＜講演・研修・授業実績＞
マッキンゼー・アンド・カンパニー、三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式
会社、NPO法人カタリバ、立命館大学、関西学院大学、北九州市立大学、明治
大学、青翔開智中学校・高等学校、関西学院千里国際中等部・高等部、その他
多数
＜メディア実績＞
NHK、TOKYO MX、ABEMA TV、J-Wave、TBSラジオ、HUFFPOST、Buzz
Feed Japan、朝日新聞、The Japan Times、FORBES、週刊ダイヤモンド、
その他多数

略歴 ：
1992年　東京大学理学部数学科卒業　同年NTT研究所入社
2002年　関西学院大理工部情報科専任講師
2006年　同大学助教授
2012年　同大学教授
2000年　京都大学博士（情報学）
関西学院情報化推進機構長，AI活用人材育成プログラム統括，文部
科学省数理・データサイエンス・AI教育プログラム関連各種委員，ひょ
うご経済・雇用戦略推進会議委員，理化学研究所第5期ICT戦略タス
クフォース委員等も務める．専門分野は数理工学。

著書 ：
「情報ネットワークの数理と最適化」（コロナ社 2015年）

対面・オンライン併用

あなたはAI活用の
先導者となる 
～生成AIも駆使してDXを推進する
人材育成の方法と実践～

11 19/ 水第1回

ビジネスコース特別講座（対話論）

「なぜか苦手なタイプ」「つい任せたくなる人」など、私たちは日々の職
場や人間関係の中で、知らず知らずのうちに思い込みや偏見に影響さ
れながら判断を下しています。こうしたアンコンシャス・バイアス（無意識
の偏見）は、個人の意思決定だけでなく、組織の評価、採用、チーム運
営、そしてコミュニケーションにも深く関わる、見えにくい壁となることが
あります。
本講座では、アンコンシャス・バイアスの基礎知識に加え、マジョリティとマ
イノリティの構図、そして企業向け研修でも実践されているワークやケー
ススタディを通して、「対話によってバイアスに気づき、乗り越えるプロセ
ス」を参加者同士で共に探っていきます。
管理職やリーダー層はもちろん、チーム内で信頼関係を築きたい方、組
織の心理的安全性を高めたい方、自分自身のアンコンシャス・バイアス
と向き合いたい方、多様性を活かす風土づくりに取り組みたい方にとっ
て、“自分ごと”として考えるきっかけとなる講座です。

全1回

● 会　場…対面（東京丸の内キャンパス）・
 　オンライン併用
● 定　員…対面40名/オンライン100名
● 時　間…14：00～15：30
● 受講料…2,000円

岩澤 直美
Iwazawa Naomi

株式会社Culmony 代表取締役
東京大学大学院 博士課程

担当講師

対面・オンライン併用

アンコンシャス・
バイアスを
乗り越える対話論



ビジネスコース特別講座（人材育成論）

関西学院大学アメリカンフットボール部は、各ポジションのプレー
ヤー、またコーチ、スタッフが緻密な計画に基づく行動を取り、常に
多様な状況判断をし、チームで勝利を重ねてきました。これは仕事
や業務にも置き換えることができ、監督在任中、ビジネスでも使われ
るアプローチを時に使い、メンバーに答えを与えずに気付かせ、自
ら学ぶ習慣を作り、個々に見合ったコーチングを実践してきました。
組織単位、個人単位で主体的に行動できるよう、目標設定や判断
力、指導者としての心構えを、関西学院大学　アメリカンフットボー
ル部を１２回日本一に導いた経験を活かし、随所に受講者とのイン
タラクティブなコミュニケーションを取りながら進めていきます。

1982年に関西学院大学文学部を卒業、同年アメリカへコーチ留学（サザンオレゴン
大学、カルフォルニア大学ロサンゼルス校：UCLA）、帰国後の1986年に関西学院
大学アメリカンフットボール部アシスタントヘッドコーチ兼守備コーディネーターを経
て、1992年に同部監督就任。指導者として甲子園ボウル出場15回、優勝12回、ラ
イスボウル優勝1回の成績を収める。また、2016年には、世界大学選手権日本代表
チームも指揮。 2020年1月監督を退任。引退後は、アメリカンフットボール界、スポー
ツ界の更なる発展のため、スポーツを通じた人間形成の経験を活かし、教育理念や
実践法を啓発。また、各種講演、メディアでの解説等を行っている。

全1回

分業制スポーツにおける
組織論 ～自分で考える力～

● 会場…対面
 （東京丸の内キャンパス）・
 オンライン併用
● 定員…対面40名/オンライン100名

● 時　間…14：00～16：00
● 受講料…2,000円

鳥内 秀晃
Toriuchi Hideaki 

関西学院大学　
アメリカンフットボール部　前監督

監修／モデレーター

対面・オンライン併用

2 28/ 土第1回

MBA速習講座
ビジネスコース

ビジネスコースMBA速習講座は入門編（１回）と実践編（7回）で構成されていま
す。入門編では株式会社のしくみと経営学の全体像が構造的に理解できます。実
践編では経営者、管理者に求められる知識と論理的思考力をケースメソッドで学び
ます。入門編と実践編とをあわせて受講することで、さらに理解が深まります。管理
職を目指したいと考えている方、経営企画部門や管理部門などに配属になった方、
経営計画や戦略を策定したいと考えている方、セカンドキャリアを考えている方、
MBAを学んでみたいと考えている方などにお勧めします。

※各回の講座概要は丸の内講座ホームページをご確認ください。

MBA速習講座・入門編 
この講座では、MBA(経営学修士課程)で学ぶ経営戦略、アカウンティング、ファイナンス、
マーケティング、組織行動論の概要とそのつながりを2時間で学ぶことができます。「企業
価値とは何か」「株式会社のしくみはどのようなものか」を構造から理解した上で、それらと
経営学がどのようにつながるのかが理解できます。

松田 太一
Matsuda Taichi

株式会社松田太一 代表取締役
経営学修士・工学修士

担当講師

全1回

MBA速習講座・実践編 ～経営者・管理者に役立つ知識とスキル～
本講座の狙いは、経営者、管理者に求められる知識とスキルを身につけることです。最新の
事例をもとにケースメソッドで経営学の理論を学んだ後、参加者自身の課題やその解決策に
ついてレポートにまとめ発表します。経営学の知識や考え方に加えて、レポート作成指導を通
じてパラグラフライティング法と呼ばれる論理的文章技法も身につけることができます。開始
時には全く自信のない方も、終了時には必ず大きな成長と変化を感じることができます。

全7回

● 会　場…東京丸の内キャンパス
● 定　員…20名（最少催行人数8名）
● 時　間…18：40～20：40
● 受講料…28,000円
関西学院後援会・同窓21,000円 ※他の割引との併用はできません。

● 会　場…東京丸の内キャンパス
● 定　員…20名（最少催行人数8名）
● 時　間…18：40～20：40
● 受講料…4,000円
関西学院後援会・同窓3,000円 ※他の割引との併用はできません。

事業戦略の考え方（マーケティング論）2 3/ 火第4回

投資判断の考え方（ファイナンス論）第3回

全社戦略の考え方（事業ポートフォリオマネジメント論）1 20/ 火

1 27/ 火

第2回

財務諸表分析の考え方（アカウンティング論）1 13/ 火第1回

12 16/ 火
※いずれも同じ内容です。どちらかにご参加ください。第1回

レポート発表2 24/ 火第7回

論理的に伝えるための
文章技法レポート作成指導

第6回

人と組織の力を引き出す考え方
（組織行動論／コーチング）

2 17/

2 10/ 火

火

第5回

全1回 / 全7回

12 2/ 火

対 面



トランプ2.0の評価と展望
グローバル・ゼミナール

トランプ第2次政権の1年目を評価したうえで、今後を展望したいと思います。矢継ぎ早に見える
公約実行は何をもたらしたのでしょうか、外交政策は成果を上げたのでしょうか、そして政策思
想とも言えるトランピズムはこれから米国をどう変えてゆくのでしょうか―。米国を長くウォッチし
てきた専門家の話をもとに議論します。
グローバル・ゼミナールは、少人数でグローバルな問題をより深く理解するのが主な目的です。歴
史を振り返りながら、現状を分析します。それを通じて情報収集・分析の手法やノウハウもお伝え
したいと考えています。
関西学院大学教員、日本経済新聞社の論説委員や編集委員、日本経済研究センター研究員を
中心に識者をゲスト講師として招き、レクチャー後の議論を通じ理解を深めます。
これまで米中露関係や、アメリカとアジアの情勢を取り上げ、さらに、「半導体とエネルギーの地政
学」「人工知能（AI）の光と影」「世界の3大リスクを追う」「東アジアの安全保障を考える」などを
テーマに議論してきました。
このコースでは、受講する皆さんが新たな知見を得るだけでなく、関西学院大学、日経新聞社、
そして日本経済研究センターとのネットワークとつながることを期待しています。

1 31/ 土第1回

トランプ政権の財政、通商、為替など各種の経済政策
は何をもたらしたのでしょうか。米国経済の現況を分析
し、今後の展開を読むつもりです。

全3回

● 会　場…対面
 　（東京丸の内キャンパス）・
 　オンライン併用
● 定　員…15名（最少催行人数12名）
● 時　間…15：00～17：00
● 受講料…9,000円

2 21/ 土第2回

同盟軽視とも言われるトランプ外交は世界をどう変え
ようとしているのでしょうか。トランプ政権の外交を評価
しつつ、グローバル・ガバナンスの在り方を考えます。

3 21/ 土第3回

トランピズムは変質するのかしないのか。トランプ2.0の後
も視野に入れつつ、今後の政策を支える考え方を読み解
き、さらに日本にとっての意味についても議論します。

小池 洋次
Koike Hirotsugu

関西学院大学 
フェロー

監修／モデレーター

小竹 洋之
Kotake Hiroyuki

日本経済新聞
コメンテーター

担当講師

内政～経済を中心に 外交とグローバル・ガバナンス トランピズムの行方

刀祢館 久雄
Tonedachi Hisao

日本経済研究センター
前研究主幹

担当講師

小池 洋次
Koike Hirotsugu

関西学院大学
フェロー

担当講師

対面・オンライン併用

知っているだけで大違い ！　
不正や事故の際の報道対応

リスクマネジメント実践コース（報道対応の仕方）

テレビ局のタレント問題、大手芸能事務所の性被害問題、中古車販売会社の不祥事、
自動車各社の検査不正、金融機関の情報漏洩…　不正や不祥事、トラブルなどのネ
ガティブ案件の発生が後を絶ちません。「わが社はないだろう」と思っていませんか。い
いえ、人間が働いている限りどんな優良企業でも起こりえます。ＳＮＳが発達した現代
では大企業でも中小企業でも取材対象になります。その際、報道対応を間違うとダ
メージは大きく幹部辞任、社名変更、売却、倒産、ということになります。商品ＰＲやマー
ケティングといった「ポジティブ案件」とは違い、社会の冷たい目、糾弾、突き上げにあう
のが「ネガティブ案件」。特有の対応ノウハウがあります。数々の不祥事やトラブル取材
を経験してきた現役ニュースデスクがあるべき「ネガティブ案件対応」について少人数
の講座で実戦的ノウハウを指導。万一の報道リスクに備えて組織の体制強化を目指し
ます。企業経営に関わる幹部、広報の担当者、コンサル業の方々などにお薦めです。

● 会　場…東京丸の内キャンパス
● 定　員…10名（最少催行人数6名）
● 時　間…19：00～21：00
● 受講料…12,000円
関西学院後援会・同窓10,000円
※他の割引との併用はできません。

山崎 淑行
Yamasaki Yoshiyuki

NHKニュースデスク
元NHKジャーナル解説キャスター

担当講師

全2回

リスクマネジメント実践コース
出張講座のご案内 TEL. 03-5222-5678  受付時間 10:00～18:00（土・日・祝日と学院の定める休日を除く）お問い合わせ

▲

学外に出向いて講義いたします。報道・広報に関する講義内容はご希望に応じて柔軟に対応いたします。
下記連絡先まで、お気軽にお問合せください。

対 面

2 13/ 金第1回 第2回

どんな事案が報道されるのか？ 対応に失敗するとどうなるのか？ 最近の不祥事や不正、
トラブルを起こした他の企業の事例を参加者全員で検証。「では、どう対応しておけばよかっ
たのか」を深めます。ネガティブ案件対応の重要性と必要な体制の理解を目指します。

報道の問い合わせにどうしたらいい？ ＳＮＳやホームページはどういう内容にすべ
き？ 記者会見のやり方は？報道対応が必要になった場合の具体的対応を考え
ます。準備事項や注意点を整理しすぐに使える実践的なノウハウを体得します。

2 27/ 金「報道対応が求められる事例とは？」 ＳＮＳや会見での説明や謝罪対応ノウハウ



11 6/ 木第1回

第1回はリスニング・テクニックを確認しながら、典型的なパターンを攻略し、基礎力アップを目
指します。リーディングはパート5を攻略します。

スコアアップ講座①（リスニング攻略編1）

11 13/ 木第2回

第2回はリスニングの基礎パターンを復習しながら、応用編にトライします。リーディングは、パー
ト7のシングルパッセージを攻略します。

スコアアップ講座②（リスニング攻略編2）

11 20/ 木第3回

第3回はパート5＆6のパターンを攻略します。加えて、Part7のリーディングでは、基礎を確認し
ながら、応用へと繋げます。

スコアアップ講座③（リーディング攻略編1）

11 27/ 木第4回

第4回は、リーディング全般のチェックを行います。リーディングのジャンルとパターンを整理し、
シングル・ダブル・トリプルパッセージの攻略をレクチャーします。

スコアアップ講座④（リーディング攻略編2）

12 4/ 木第5回

第5回は、リスニングとリーディングの基礎を確認し、応用問題の攻略をレクチャーします。全体
のまとめを行い、スコアアップに繋げます。

スコアアップ講座⑤（L&R応用編）

TOEICスコアアップ
集中講座3 .0
―プラス150点を目指す―

累計35万部突破 ！ 
『はじめてのTOEIC L&Rテスト全パート総合対策』
（アスク出版）の著者、
本学教授 塚田幸光が講師を務める

ナレッジコース

本コースは、TOEICテスト「初級・中級者」向けのオンライン講座です。本講座
では、スコア600に必須の攻略テクニックやパートの特徴を理解し、解法パター
ンをマスターするのが狙いです。TOEICは「効率」が求められるテスト。短時
間で効率良く勉強し、最大限の効果を上げることが重要です。本講座で攻略
ポイントや基礎知識を身につけて、スコアアップを目指しましょう。テキストは、
『Fun and Strategies for TOEIC Listening & Reading Test』（英宝社）
を使います。フレーズや文法など、オリジナルの教材も配布します。

● 会場…オンライン
● 定員…なし（最少催行人数16名）
● 時間…18：30～20：00
● 受 講 料…10,000円（テキスト代込）
● 申込締切…10/27（月）厳守

塚田 幸光
Tsukada Yukihiro

関西学院大学法学部・大学院
言語コミュニケーション文化研究科 
教授

担当講師

全5回

※各回の講座概要は丸の内講座ホームページをご確認ください。

オンライン

TOEICスコアアップ講座
お申込みにあたっての注意事項

受けて良かった！続出！

ナレッジコース

・テキスト、オンラインURLは入金確認後、初回講座の１週間前を目安にお送りいた
 します。
・お申込期限を10/27（月）厳守といたします。

Q１　今年春（2025年6月）の講座との違いは何でしょうか？
Ａ1　今年春は基礎レベル、秋は基礎から標準レベルが対象で

す。初級から中級までを幅広く扱い、学び直しをサポートし
ます。

Ｑ2　昨年秋（2024年11月）に参加しています。同じ講座ですか？
Ａ2　教科書は同じものです。メインで扱う章や、配布資料は変える

予定です。昨年度の受講生で教科書が不要な方は、教科書
代2000円を割引しますので、8000円で受講できます。

【講師から】基本を確認しながら、勉強のペースをつかむには、毎
週講義に参加するルーティンが大事です。少ない冊数の問題集を
何度も何度も繰り返して暗唱できるくらい覚えることがスコアアッ
プの秘訣です。
昨年度、不完全燃焼のまま1年、、という方には、再受講をオススメ
します。

Q＆A

受講生の声

丸の内講座 受講生の声

学生時代に
戻ったような感覚で、
学ぶ楽しさを

再発見できました。

緊張しながらも
毎回参加して
よかったと感じる、
充実した講座でした。

卒業生以外にも開かれた
学びの場で、

志を同じくする仲間と
貴重な時間を過ごせました。

学びの楽しさと
仲間とのつながりを
実感しました。

講座の内容が
充実していたので、
様々な分野でもぜひ
開催してほしいです ！

効率的な学習法とTOEICのコツを学び、
正答率が大きく向上しました ！

動画配信のおかげで復習もでき、
忙しい中でもしっかり学べました。

テクニックを使うことで時短と
正答率アップを実感できました。

講座を通じて自信がつき、
試験への挑戦意欲が高まりました ！

テンポの良い授業で、毎回あっという間に
時間が過ぎました。

初めての受験でも安心して学べる
内容でした。

学ぶだけじゃない！同志との出会いも！



受講までの流れ

キャンパスへの入室は、
講座開始時刻

20分前からとなります。
受付等の詳細は

「受講ご案内メール」にて
お知らせをいたします。

受講料のお支払いが
完了された方に、講座開講日
1週間～3日前を目途とし
「受講ご案内メール」を
送信いたします。

振込期限までに、
ATMもしくは

インターネットバンキングにて
お振込みをお願いします。

関西学院 東京丸の内キャンパス
〒100-0005 東京都千代田区丸の内1-7-12　サピアタワー 10階　TEL. 03-5222-5678　開室時間 10 ： 00～18 ： 00（土・日・祝日と学院の定める休日は閉室）

※振込手数料は、振込者の負担にてお願いいたし
ます。 ※領収書は銀行の送金証書をもって代えさせ
ていただきます。受講が終了するまで保管ください。

※申込期限は、特に記載がない限り初回講座の
　3日前までを目途としております。

ホームページよりお申込みください。
1受講申込 2お支払い 3受講案内 4当日（初回）

で検索または
下記2次元コードからホームページへ。
関学  丸の内講座

津田 雄一
Tsuda Yuichi

ＪＡＸＡ  
小惑星探査機「はやぶさ2」
元プロジェクトマネージャ

山崎 淑行
Yamasaki Yoshiyuki

NHKニュースデスク
元NHKジャーナル解説キャスター

担当講師

ビジネスコース　特別講座（組織論） 全1回対 面

世界初を連発した最強チームはどう作られたか。目標設定の置き方は？ 組織の構成は？ 人材
の集め方と配置は？ 危機にどう臨んだか？ リーダーはどうあるべきか？ 成功する組織のエッセ
ンスをはやぶさ初号機と２号機の取り組みから抽出し、テキストをベースに講師が成功のポイン
トを解説。その上で参加者で意見交換し、勝てる組織をつくるための要諦を体得してもらう。

● 会　　場…対面（東京丸の内キャンパス）
● 定　　員…20名（最少催行人数15名）
● 時　　間…13：30～16：00 
● 受 講 料…5,000円
● 申込締切…11/29（土）実施  11/18（火）厳守
 1/17（土）実施  1/6（火）厳守

1 17/ 土
※いずれも同じ内容です。どちらかにご参加ください。第1回

11 29/ 土

勝てる組織の作り方 ！ 
～小惑星探査「はやぶさ2」計画からのヒント～

関西学院大学
学長 森 康俊

　関西学院大学では、社会に開かれた大学として、
広く一般の方々へ学習の場を提供することも重要
な使命であると考え、生涯学習の実践に取り組んで
います。
　ここにご案内いたします「関西学院大学丸の内
講座」は2004年秋の開講以来、本学教員に加え、
学外からも社会の第一線で活躍されている有識者
や専門家を講師としてお迎えし、社会人としての知
識や見識を高めたい方、豊かな教養を身に付けた

い方、ビジネスパーソンのキャリアアップをお考えの
方など、より多くの方にご活用いただけるようプログ
ラムの充実に努めて参りました。
　政治、経済、社会、文化、それぞれ時宜にかなっ
たテーマ、トピックを設定しております。複雑な課題
にどう向き合い自ら行動するのか。「関西学院大
学丸の内講座」がみなさまにとりまして、この時代
を生き抜くヒントを得られる場となることを願ってお
ります。

ご挨拶

ビジネスコース特別講座（組織論）お申込みにあたっての注意事項
・テキストは入金確認後、講座の１週間前を目安にお送りいたします。
・お申込期限を11/29（土）実施…11/18（火）、1/17（土）実施…1/6（火）厳守と
 いたします。

テキスト ※費用は受講料に含まれます
▼津田雄一著「はやぶさ2のプロジェクトマネージャはな
ぜ「無駄」を大切にしたのか？」（朝日新聞出版） 
▼NHK取材班著「密着取材　地球帰還までの2195日ド
キュメント　はやぶさ2の大冒険」（講談社）

小惑星探査機「はやぶさ２」　人類誕生のルーツを探るため小惑星リュウグウに宇宙
空間を長期に飛行して、小惑星にタッチダウン、内部の岩石を見事に採取して地球に
持ち帰った。「はやぶさ初号機」に続く快挙に世界は驚きＮＡＳＡも参考にしたこのプロ
ジェクト。チームはＪＡＸＡの他、メーカーや大学など様々なスタッフが参集し未踏の地に
到達した。プロジェクトを任された若きリーダーＪＡＸＡ津田雄一氏と初号機から取材を
重ねてきたＮＨＫデスクの山崎淑行氏を講師に招き、結果を出す“勝てる組織”づくりの
ヒントを学ぶ。講座は講師の著書をベースに展開する。1回完結、2回開催予定。


